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I 調査の概要

調査目的

本県独喜あ学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状

況を把握 !分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等

に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力

向上対策の一層の充実を図る。

2 調査実施日・・調査内容

0平成 31年 4月 18日 (木)

・小学校調査 (国語 ,算数 :第 5学年 :各 40分)

( 理科  :第 6学年 : 40分 )

・中学校調査 (国語・数学 :第 2学年 :各 45分 )

※小学校調査 (理科)は本年度から実施

※中学校調査 (英語)は全国学力・学習状況調査で実施

3 調査実施校数及び児童 ,生徒数

(1)実施校数
4 92 校 る単絞の総数 492校

(2)実施児童 。生徒数

小学校 5年生 11,504人
′Jヽ学校 6年生  11,447人
中学校 2年生 10,558人
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H 結果の概要

てた
が 目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・

もの。
める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断

を把握するとともに、過年度の課題を

O の平均正答率の目標値 (以下「目標値」とする)を 60%と す
る。

県全体の平均正答率 (%)

O

○

O

2

H29
H30

H31

64.4
58.5

58i l
国  語

小学校 5年生

57.3
62.5

60.6
鼻 家

55. 1

理 科

小学校 6年生

68.3
65.3

67.5

中学校 2年生

ヨ  諸

54.0
53。 1

57.6
叡 子

3 平均正答率と「学方向上のための二つの提案」に係るアンケー トとの相関
(上位 検 と下 位 校 の 比 較 )       ※平均正答率上位 50校、下位 50校を抽出

(1学年 20名以上の学校を抽出)

「学習規律り無底1と
「支持的風土の醸成

により安心して学べる授業

ねらい した「書 く活
動」を重視する授業

「めあて (課題 )」 と「ま
とめ」が子供に届 く授業

52.9

47.1

84.3

上位校

小学校

51.0

47.1

62.7

下位校

1.9

n r、

21.6

差

68.0

38.O

62.0

上位校

中韓

65.3

29.6

63.3

下位校

2.7

9.4

-1.3

差

60.4

42.6

73.3

上位校

県全体

58.0

38,0

63.0

下位校

2.4

4.6

10.3

差

※「よく行つている」と回答した学校の割合 (%)

県全体中学校
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4 国語と算数・数学の相関

今

目語
-100

(サlヽ)国語・算執相関国 (中 )国語・数学相関図
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5 結果の総括

童 (正答率 60%)を上回り、国語と理
♭

霊に引き続き目標値 (正答率60%)を
うなかつたものの、昨年度より平均正答

率が上昇した。

(♂   躙 導雛窺羽覇醐寵暫碗 若∵整を功
が子供に届く授業を実施している

称ミ高い学校ほど、ねらいに即した「書

下羊蒼私てとまとめ」については、上位
あることから、取組の質に違いがうかが

′δ
え
ネ∴
鐸露鷲皇冴基涙i詈萬手奮委ぼEr撃案雪震茎     鍵舞

」

(ふ)尿
藍農昌筆と贅豪解畢農畠語と数学の平均正答率には、ともに相関

◇
陣 蔓篭:義k島離霧舘糸,旨務撃軽勢覇峯

｀
に課題があることがうかがえる。
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(4)各問題の解答状況から
◇ 各教科における昨年度の重点課題の改善状況は、以下のとおりである。

中

学

校

′Jヽ
学
校

数学

国語

理利̀

算数

国語

∵元一次方程式

比例定数

条件作文

結果を基にした考察

結果を見通した実験

資料の整理と読み

1式の表現と読み

議  (群)

条件に合わせて書く

重点課題 (H30)

A回 (2)

A□ (3)

回四

躍雪 (2)

(2)2

姻    (2)

B□ (1)

酢

酢

問題番号

継続課題

改善傾向

継続課題

継続課題

改善傾向

鯨 鯉

改善傾向

麟

締 瀧

状 況

※改善傾向 :平均正答率が60%に達したもの

◇その他、課題が見られた問題
【小学校国語】主語をとらえる問題
【小学校算数】文と図を関連付けた

団二筵象をとらえる問題
平行な 2本の直線の性質に基づいた作図の問題 ( 1 )

粋翠繋:

【中学校数学】

事物・事象を獲得した
文章の特徴をとらえる

でとらえる問題
(2) (い ))

(1))

グラフのかき方を数学的に る問題 (B図 (2))
※重点課題以外で、特に正答率が抵からたもの

4
4
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6 各教科の状況   oE改善傾向が見られる間題 △:鶴課題または主答率が任かつた間狙

3〓
一　
出
島
さ
ん
は
、
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
気
を

あ
ち
や
ル
に

い聞
い
た
こ
と
韓
を
も
と
に
、

C

一人
る
内
容
を
、
務
れ
ゆ

ヽ
こ
人
で
も
遊
べ
る
。

・
火
八
数
に
な
っ
て
も
築
し
く
遊
べ
る
．
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団三
正答率 13.8%
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一
一　
石
原
さ
ん
た
ち
は
、
こ
の
物
語
に
登
場
す
る

「フ
タ
ル
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
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を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
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を
表
し
た
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し
合
い
２
】
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、
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と
の
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う
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２
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Ｈ
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４
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狙
呵
月

期
州
珂
朔
刺
ｄ
叫
回
湖
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Ｎ
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。

山
下

　

　

ワ
タ
ル
は
、
は
じ
め
は
海
に
対
し
て
こ
わ

い
よ
う
な
気
持
ち
を
も

っ
て
い
た
ェ
ね
。
最
後
ば
、
自
分
を
お
う
え
ん
し
て
く
れ
る
友
達

の
よ
う
な

気
持
ち
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
と
思
う
な
。
そ
れ
は

「じ
や
、
ま
た
、
練
習
を
て

つ
だ

つ
て
く
れ
る
か
い
。
」
や

「日
Ｈ
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こ
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こ
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４
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。
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ぶ
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出
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。
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。
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エ

・「目的や必要に応して、理由や事例を挙げて書く (条件に合わせて書く)」 ことにつ

いては、継続課題である。|

・漢字については、正答率60%に達していない問題があつた。
・ 文の主語をとらえる問題の正答率が低かつた。



小学校算数

O 場面に対応させた式の意味

△ 複数の|グラフの読み取り (

(1):式の表現と読み)

2):資料の整理と読み)

△ 文と図を関連付けた二つの数量関係をとらえる

△ 平行な2本の直線の性質に基づいた作図の問題

(

(B

(lL))

問題 (

1
ます, 〕グループに螂要なチBコ レートの数を考えよう。

その後に,全てのグループ分のチョコし― 卜の数を求めれ

ばいいわ。

ナョヨレートは 1人 2こ ずつ理ります。

文だ′′fこ は,グループごとt三分かれてテーブル午―′いてtュ らい立す。

1ゲルー プ 3人 ●,全部 で 5グ ルと プつ くります。

ます,反だろめ(全員て何人いるア)｀看えるといとヽねっ

それから. 1人に団るチBコ レートの数に,友だら全員の

数をかければ,全都のチョコレートの数が求められるよ。

正答率 花子 69.8%
たろう 65.2%

(1)
花子さん

B

●  ●  ●

たろうさん

チ9和 レい 卜が何こ必要か,花子さんとたるうさんは,次し)よ うti

考えよ t´ た。

t子 さん,たら,さ んの考え を々表す式を,Vめ 1かと4状 での中から

そ汽ぞれ1′うすつ選んで`そ つ番号をかきましょう.

= 2×
(eX5)

2 (2× 5)X3

3 3X(eX2)

4 (2X3)X5

(度) ある町の月別の気温とこう水量   (mm)
３５

誇

２５

わ

‐５

‐０

５

０

350

300

250

200 は lこ う水最

― 端

150

100

50

10 11 12
月  月 月

0
９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

(2) こう水量がいちばん多い月といちばん少ない月の,気温の差は何度

正答率 25.5%

A圃 (2)

でしょうか。

◆「式の表現と読み」については、改善傾向が見られた。

・ 複数のグラフを関連付けて読み取る「資料の整理と読み」については、継続課題で

ある。
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本のねだんとノー トのねだんについて,次のことがわかっています。

本のねだんは,

本のねだんは,

540円 です。  |
ノー トのねだんの 6倍です。

1本婉

ノートのねだん

0 (f。
主
)

この2つのねだんの関係を図に表すと,二のようになりました。

この園の,ア と イ にあてはまる数をかきましょう。

正答率 ア 31,3%
イ 37.7%

ア イ

A□ (1)
(1) 2ま いの三角定親を使ン夢て 点Aを通 り

② の直線に平イfな直線をひきます。 ②

A

平行な直子ジ霰のひき,う

② ⑮ ②
:ど

』
→

封 . lJlll!|||||||||||'こ

Ⅲ

I

■
憮む選ョ!i:4,'メ

②   i     ②

→

菅
A

出
の

平行な直線のひき方
ヤま

下 の 平行な 2 よ の中の どの特 ちょ うを使 っていますか。

下の 1か ら 3の 中力れら とつ議んで,その記号 をかき棋 と′ょう。

平行な2本の直線の特ちょう

1 平各な2本の直線あ lよ lぎは,とこをはかっても等 しい。

2 1本 の直線に選挙蒼 な 2本の直線は,平行である。

3 平行な 2本の直線は,どこまでのばしても交わらない。 正答率 28,3%

・場面と図を関連付けた二つの数量関係をとらえる問題の正笞率が低かつた。

・ 平行な2直線の性質に基づいて作図する問題は、正答率力11畳かつた。
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O 結果を見通した実験を計画する問題

△ 事物・事象を獲得した言葉や概念でとらえる問題

つなげて考察する問題△ 予想と実験結果を
優](2):結果を見通した実験)

(2):結果を基にした考察)

(1))

(2)由 がつた川の内側と外襖lでは1どちらの流れが速いかを調べる実験として,重

切でないものはどれですか。次の1から4までの中から1つ選んで,その番号を

書きましょう。

1 様々な大きさの小石やすなを本反に乗せJ曲がつた川の内側と外側にしずめ

たときの小石やすなの流され方を比べる。

2 曲がプった川の外側と内側に小さな板を浮かべて流し,同 じ時間で流れたき

ょりを比べる。

3 曲がつた川の内側と外側にある石の色のちがいを比べる。

4 小さな板を幾がr)た川『
う外側と内側に浮かべ,同 じきょりを流れるのにか

正笞率 68,6%

図 (2)

かる時間を比べる。

4

こころさんは,その当時;「湯気の正体は空気だろう。」と予想しました。ここ

ろさんの予懇が正しければ,ス プーンの表面はどのようになるでしようか。久の

1から3ま での中から適切なものを1つ選んで,その番号を書きましょう。

正答率 25.2%

ネつとう石

アルミ手タム熊く

アルコールランプ

◇ビーカーを熱すると

< 実験内容 >
(2)

１

２

３

(2)

くゝの

湯 気

あな

スフーン盆 ぞ

スプーンの表面は ,

スプーンの表面は ,

スプーンの表面は ,

湯気に近づける

伸

白くくも―る。_

水てきがつく。

何導ゝ変わらない。

①水とぶつとう石を入れた
げ―カーの口を
アルミユウムはくでおおうc

④湯気が出てきたら
スプー ンを当てるc

②アルミニウムはくの慕ん中
に穴を開けてお く9
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巨](1)
< あこさんの家の台所(前日の夜)> ※①から④の順で読んでください。

●

）

●

ム
には ｀① スポーン飲料の粉は,水 lLに

とかせばいいのね。でも, lLは
多すぎるから,半分の500mL
にしよう。

③ そ うだ,家庭科で計量

スプーン大さじ1ぱい

は水 15mと分だと習

つたわ,水 1 5rnLは

たぶん 15憲 だから,

粉 45gは大さじ3ぼい

でいいよね.

② そうすると,ふ くろ

粉が90g入 つているから,

半分の45gを 5 0 0rnLの

水イことかせぱセ`いはず。

水500mLは 計量カップで

量るとして,粉の45gを
どうやつて量ろうかな中 ,っ

あ こ

④ 欲 しに飲んでみた後で)

何だかうすい感 じが
｀

する,水と同じや り方

では,粉 45gは 量れ

ないの力|な ?

(1)水 Iま計量スプマン大さじ3ぱい分で45gですが,ス ポープ飲料の粉は,計量

スプーン大さじ3ばいでは45gになりません。そσ,理由を,書き出しの言葉に

統けて,I 】内の2つの言葉を使つて書きましょう。蟹体積 B重 さ】

正答率 20.3%

・結果を見通しながら実験計画を立てる問題については、改善傾向が見られた。
,予想したことと実際に実験したときに得られた結果とをつなげて者える問題は、正

答率が低かつた。
・獲得した言葉や概念を日常生活と関係付けながら考え、与えられた条件に合わせて

説明する問題は、正答率が低かった。
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中学校国語
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Ａ
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‐
デ

(2)  (い )

正答率 33:9%

・過年度の課題であつた「改まった表現に直す (敬語)」 問題については,改善傾向が

見られた。

・「根拠を明確にして自分の者えをまとめる (条件作文)」 ことについては、継続課題

である。

・物語を読み、文章の特徴として最も適切なものを選ぶ問題については、正笞率が低

かつた。
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中学校数学

O比 例 Fax の比例1定数 aの意味を答える1問題 ( (3):比例定数)

△ 分数を含む―元一次方程式を解く問題 ( 2):一元一次方程式)

(2))△ グラフのかき方を数学的に説明する問題 (B

(2) 一次方程■
2〆 =:x+3を 解きなさい。 正答率38D4%

(3) 比例ノ=4ェ のガの値とそれに対応するノの値の関係について,下のアから

工までの中から正しいものを 1つ選びなさい。

ア χの値 とノの値の和は,いつも4である。

イ ノの値からJの値をひいた差は,いつも4である。

ウ xの値とノの値の積は1いつも4である。

正答率 60.6%

工 >の値が 0でないとき, メの値をァの値でわった商は,いつも4である。

B□ (2)A地 点を出発する時間を変えずに,島 地点を■0分早く通過するために車の

速さを変えます。

このをきの車の進二fよ うすを直線で表したグラアを,下の図にかき入れるとき,

このグラフtrん かき方を説明しなさい。

(km)タ

００

９０

８０

７８

６０

碑

４０

３。

２０

Ю

０

正答率2694%

打

1 20 30 40 50 60 ′
,))

,比例 y稲Ⅸにおける比例定数aの意味を理解しているかを間う問題につし,ヽては、改

善傾向が見られた。

・分数を含む―元―′次方程式を解くことについては、継続課題である。

・関数領域において、グラフの特徴を事象に即して解釈し、グラフのかき方を数学的

に説明することについては、正笞率が低かつた。



7各教科の設間別正答率 く小学校国語>

3

2

大岡

五
(2)

五
(2)

五
(1)

五
(1)

五

(1)

四

(3)

二
２
オ

工②
・

(1)

(2)

(1)

五

□

(2)

(1)

′:ヽ岡

漢字を読む
工 香川県

漢字を読む
ウ 全員

漢字をとく
オ おなし

藻字を脅く
イ つかつて

漢字を書く
ア あき かん

文章にふさわしい題名を付ける

前の文の内容を受けて、詳しく薔く

誤つて常体で書かれた表現を敬体で
■き直す

文の意味を変えずに、二つの文にす
る接続語を選択する

登場人物の気持ちの変化の根拠とな
る叙述を■き抜く

文の中から主語を選択する

登場人物の性格を想像することがで
きる叙述を選択する

物語のはじめの場面の様子につい
て、短い言葉で書く

営〕B人物を組像した叙述を選択する

国語辞典を活用呟 通切な言葉を選
択する

地名をローマ字で表す

インタピユーをもとに書き換えた
カードを選択する

質問しなかつた理由を書く

認猛r銘孫記だこ甚課
する

聞きたいことをより明確にする謙
を選択する

設目の標要

学年別漢字固B当表に示されている漢字を正し
く統む

学年副漢字配当表に示されている漢字を正し
く書く

文章全体を通して中R コ`ヽとなる内容を明確に記
述する

目的にFばlじて事例を挙げながら事実を伝える
文章を書く

文章の間違いに気付き、正しく魯き直す

文の意味を理解し、三つの文に分けて書き直
す

物語の登場人物の気持ちの変1とを提える

文の中における主語が分ア)｀る

物語の登場人物の性格を叙述をもとに想像す
る

銃み取つた内容を、目的に応し、相手に伝わ
るように、自分の琶業で蔓約して書く

場面のつながりを考えて、叙述から登場人物
を組像する

道切な婢 を使うために、国語辞典を活用す
る

ローマ字で正しくEく

インタピューにおい、景点をメモする

闘いた事柄をもとに分からないことを質問す
る

匿の船 に酌 をもつて聞く

伝えたしヽ自由を明確にして話す

出題の趣冒

G5お 10D 184

17お3aC 314

18B764

71.7

2困
38B 別

70.7

1日■

70

22.1

n、4

7.8

nl46.1

“

B

3.770,1 2儀 1

1.2馬、3

Em

1』77E

12お48B 譲

2E

区

正答率・誤答率。無答率OL)
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24
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3.0
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館
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正答率・潔答」

出日の温旨

繰り下がりがある襲数の鴻法の計算をするこ
とができる。

小数の瀬法の計算をすることができ金

'』

改 ―
の計算をすることができ&

同分母分数の加法の計算をすることができ
乱

蔵法と乗法の混台した■戯の計算をすること

―
乱

分醗法則を隠いてar算を簡単に行う工夫を理
解してし塩

館 の意味や表し方について理解している。

遍面と日を関連付けた
=つ

の数囲 係を理解
してい&

作図に用いられている平行な二つの直線の性
質について理解してい乱

四角形の性質について理解している。

球の半径が直径の半分であることと球の直径
と直方体の1辺の関係を理解している。

立方体の展開図を理解している。

長さの単位の関係を理解している。

時間の単位の関係を理解している。

面積の単位を理解してい乱

長方形の面積の求め方について理解してい
る。

伴つて変わる二つの数置についての関係を
△,口などを用いて式に表すことができる。

箔ちや重なりがないように分類整理して表を
作ることん

'Cき
る。

三次元表に表された数のな妹を理解してい
乱

折れ線グラフからB叡Eの大小を航むことが
でき&

棒グラフや折れ舘グラフが示している数との
大小を筋み取ることができる。

出置の趣旨

具体的な場面に対応させζ 式の意味を考え
ることができる。

数量の関係を式に表したり,式を統み取つた
りして,代金の求め方を記述することができ
る。

眼間の椰要

207-28 を計算する

6.46-2.3 を計算する

3.9■ 13  を計算する

2号 キ4拝| を計算する

25-5X4 を計算する

7X36+3X36 を正夫して計
算する方,法お く

1を 5翰 したテープの1こ分を分
無 節

1を 5等分したテープの7こ分紬
数で表す

奪Я磐荒岳彗吾基雲軽裏写
つし【

平行な直線をかく麒の根拠となる性
質を選S

示された特徴に当てはまる四角形を
選ぷ

箱に入つた球の半径の長さを書く

示された立方体と同団こなる展開図
を選ぶ

7肺41mをmで表す

135分を時間と分で表す

面積を表すときに使う単位を■く

色のついた部分の面積の求め右につ
いて,示された求め方に合う図を選
S

長方形の機の長さと長方形の面積の
関係を△と口を使つt和に表す

三次元表の空福に当てはまる数を書
く

二次元表中の「 3」 が表す意味を書
く

気温を表す折れ徹グラフから口最高
気温の月を騎み取る

棒グラフと折れ徹グラフを組み合わ
せて,気温基を求める

殿間の概要

チョコレートの数のまめ方を示した
文に合う式を選ぶ

チョコレートの代金の求め方を基
に,折り経の代金の求め方を説明す
る

小関

(1)

(2)

(3)

(4・ )

(5)

( 1 )

あ

い

ア

イ

(1 )

(2)

(3)

(4)

①

②

①

②

は複

どくち

(¬ )

(2)

(1)

(2)

′

`ヽ

間

花子

たらE

(2)

の

(1)

(2)

(a)

(1)

六間

1

2

3

4

5

6

7

8

人 間

1
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4

3

2

1

大田

(4)

(3)

(2)

( )1

(4)

(3)

(2)

(1)

(2)

(3)

(1)

(4、 )

(3)

(2)

(1)

小間

紐 長竃藤鐵 墓置稼騨 窓
くB

スプーンに液体がついた倍票から,

どういうことねt百えるかを書く。

ピーカーから出る湯気にスプーンを
あてた時,ラ組通りならどういう結
果縮 られるかを書く。

物の種類が建うと.同じ体積でも重
さは違う場合ぬqぁる理由を,指定さ
れた言葉を使つて書く。

実験結果を基にして,適する考えを
選ぶ。

簡易検流BIを使つて,電流の大きさ
を測定しとくロ

乾電池を2個に増やして,電流を大
きくするつなぎ方を選S。

モーターカーを走らせたい方向に走
らせる方法を者え適するものを選

乱

水害に備えたI夫についてi施設と
その役目を理解し選SD

由がつたところを流れる腕水の速さ
を開べるための実験の方法として遭
切でないもの義 乱

隷 の働き森 吾」騨 剪 甦 コ籠増
く.

魚の開0褒化する様子を顧に並ペ
乱

哀EE盤琵農百宅撃ど盆た篤召憲庭
瓶

トンポの埼虫 (ヤ」)を― る″生
めの通切な方法を離乱

段間の■要

物の温度による体積変化を適用しながら.

レールにす喜間がある理由をきえること旋
き&

桑窪旨姿霙署憲こと終箋P巳
実機構

潔g責騒離割悪隣撃g竪簾
きるL

物の種類がらがうと,同じ体積ても重さは違
う鳩合があることを理解してい&

案巖結果を善票し 妥当なきえを導くことが
でき&

電流の大きさを調べる実験の技能力電身に付い
てい乱

直列つなきにすると電流が大きくなることを
理解してい&

走らせたい方向と電流の向きを関係付けてき
えることができる。

流水の働きによる土地の変化を,防受の視点
で告えることができ金         ・

ζヽ

流水の働きについての科学出應E票や幡喬窪
理解してい乱

翠斃韻整訴整評
隣雄1″

韓 について策 るh臨 ―
した搬 を比破して分析で発

毘虫の戯長つとヽて,科学的な雷紫や軽金を理
解してい乱

生角を霊 する饉 を持つて.連切にトンポ
の縮虫 (ヤ」)を―

きる方法を組 でき
&

出日の趣旨

522 4h4 24

24観 8 38■

2磁 7■1 0,

n3 ,eぉ 酪

細 盗 t α7

750

“

閉

1.190,

“ '

嗚、6 0ユ

“

2

組 71■ OB

80.6 町 02

6駐 5 郎 α2

鰤 31と 磁

,0■ 襲 田

40■ 枠B al

朗 出 04

盟 1“ 23
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<中学職口露>
正答率・誤答率い無答率(X)

18Bm

04租442

231267_8

∞節 B71B

0.3

19BB

2.21●欝3留

a,919,97G,8

1.3

1.75a2

2.0

i5

19.B

3.3

2■ 1

0,7

10

2n

3.9

■5観

&9

出題の趣冒

話の構成を工夫しながら、由国
ん増 隆に伝わるように置す

全体と部分、事実と意見との関
際に産蔵して匿を市威する

躇し手の由目をとらえながら田
く

語のほ成を送 四 氏 測
a電確に伝わるよう臨 す

文丘 Lの就 に注れ 道 l』な

―
S

目的や瀬 に廊瞑 、事柄が明
確に伝わるようr_語の構成を正
夫しながら雷す

弱 人物軸 情をとらえる

語旬の意味をとらえる

登場人物のlb情をとらえる

登場人物の心情をとらえる

登場人物の人物像をとらえる

文章の特徴をとらえる

文脈に即して漢字を正しく読む

文脈に即して漢字を正しくとく

文断に即じて漢字を正しく読む

文Fにに即して漢字を正しくとく

情報に合つた言葉を選択する

材料の用い方等について、他者
の意見をつきにして文章を薔く

伝えたい事柄を踏まえて、支中
の語匂を正しい表現に直す

語匂の役割を理解し、場面に感
して使い分ける

見出しと本文の関係を捉え、日
的に瀬しておく

伝えたい事柄について、自分の
考えを根拠を明確にして魯く

設間のほ要

発言の嗣 猪 える

メモを基にしてH切に話す

匿の内害を「はじめJ

「中」「終わり」に分ける

籟 備 成―
整 える

る

日的に慮した発表内容を警
える

主人公の心僣 (at)を明ら
かにする

慣用匂「矢も糟もたまら
す」の意味を選択する

「私」のib情をとらえう

「ミスラ君」のlb情を選択
する

「私」の人物像をとらえる

文章の特徴を選択する

漢字を跡む (□調)

漢字をとく (アびた)

漢字を読む (沓男)

漢字をとく (カギつて)

季節に合つた言葉を選択す
る

励雷をもとに通切なものを
選択する

正しい表現に直す

改まつた表テ毘に直す

見出しを修正した理由を選
S

資料を筋んで、感想を書く

小間

田

五

六

あ

しれ

つ

え

あ

い

①

②

③

④

1

2

3

田

1

2

大間

1

2

3
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く中学技数学>

3

2

1

7

6

5

4

8

2

1

人間

＼

②

(1)

②

(1)

(31

(2)

(1)

僻

131

(21

(1)

12)

(1)

②

(1〕

⑫

(1)

②

(1)

②

(1)

小閻

円の中:bを作図によって求める方法を説
明する             ・

10

車の注むようすが直線で表されているこ
との前提となつている事柄を選ぶ

正六角形のl'轟 をn枚璽ねたときの 【見え
ている辺の長さの含計】をnを「用いた
式で表す

正六角形の組を5枚亜ねたときの 【見え
ている辺の長さの合計】を求める

設間の概要

87人が借りた靴をサイズごとに開べ、
最頻値が24.5crnだ つたことについ
て、必すいえることを選ぶ

20人それぞれが読書したFD数の記録の
中央値を求める

生徒40人の握力の記録を表したヒスト
グラムから、ある階級の相対度数を求め
る

反比例y=-2/xの グラフを選S

比例y=4xについて、正しい記述を選
S

比例定数が6である比例の表を選ぶ

関数であるもの選ぶ

②円柱の表面積を求める

①円柱の側面になる長方形の横の長さを
選ぶ

立方体を2つに分けてできた三危柱につ
いζ ttBEFCと垂直な面はいくつあ
るか求める。

おうぎ形の回顧を求める君を完成させる

ひし彫②とひし形⑦との関係をぅ「…を
回転の中心として、時計回りに…だけ回
転移動させる」という形で期 する

一,こ―次方程式 2x=1/2x+3を 解
く

~7E~妨程式 3x+4=-5を解く
際に用いられている響五の性質を選S

『90国のひもから5卸のひもをa本倒
り双つたとき、残つているのひもの長
さ」を正しく表した式を選S

S(2x+5)+2伐 -3)を計算する

絶対値が2より小さい
―

すべて書く

-52を計算する

設間の概要

条件を基に.

的に説明する
問題解決の方法を数学
ことができる。

グラフの特徴を事象に則して解釈
呟 グラフのかき方を数学的に説明
すること力争できるけ    ′

事象を理想1ヒ・単純化することで表
された直線のグラフを、事象に即し
て解釈することができる9

与えられた説明の防道を読み取り、
事象を数学的に表現することができ
る。             !

問題場面における者察の対象を明健
に捉えることができるロ

出題の趣旨

最頻値の意味を理解している。

与えられた資料から中央値を求める
ことができる。

ヒストグラムからある階級の相対度
数を求めることができる。

反比例について、式とグラフを関連
付i'て理解している。

比例劇 こおける比例定数aの意味
を理解している。

y/xの値は一定で、比例定数に響
しいことを理解している。

関数の意味を理解している。

円柱の表面積を求めることができ
る。

円柱の側面になる長73形の横の長さ
を求めることお1できるD

空間における平面の位置関係を理解
している。

おう言形の面積を家める式をつくる
ことができる。

―
について正しく理解してい

&

館 を含む―元一次方程式を解くこ
とができる。

声程式を解く場面における等式戯
買の用い方につい韓 してしヽ金

歳置を文字式で表すこと熊 きる。

一次式の加法の昔t― き乱

絶対値の意味を理解してい&

勅

―

出題の亀旨

22.8

23,9

C8

3.11&4

1.3770 21,7

正答率=誤答率B無答率〔X)

1.0

4.7424 829

7.14£

■G

0.9

1.1

8B

a9

■2

alCi2

■7

8お朗 側

111

餌

28

ta

a8

正督率・襄督旱 a無唇甲(科)
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8 市町別平均正答率イ

>

Ｐ
〕

5941597666585352に,1705456424869新上五島町
605655706466626370726259555879佐々町
57395G76645957486168656550て

'1

82小値賀町
4921536758〔

'1

585466685352514567波佐見町
503547695752484953595148484169川棚町
492452645754464955675051374073東彼杵町
532855706165606171705958525373時津町
573757746266656270686566605778長与町
563656716366616269746060485969南島原市
563656726367656468736366536072雲仙市
543253676659545860685557445168西海市

594656776558535459675758515069五島市

533054726056495362635657475368壱岐市

573559716561575764685757485271対馬市

553456726161566264635858485769松浦市

543058696364626365696164515671平戸市

543453706362585866696059555673大村市

553255786258545563665554485171諫早市

552758776566626266736060525868島原市

55355571635855546263555349こ,172佐世保市

553556736260575666655957545475長崎市

5534557363に,1575765665857515472県全体

全体協質
エネ,レ

ギー
地球生命全体数量関係図形量と測定数と計算全体

しな言
ビと口
争質に
i事項

読むこと書くこと話すこと
聞くこと

理  科算  数国 語

二'T工  、



く中学校一覧>

時
０

国  語 数  学

話すこと
‐

闇くこと 書くこと 読むこと
AEE関な百騒ヌ化と
目語の特重に関する
よ主言

全体 数と式 図形 関数 資料の活用 全体

県全体 71 63 60 74 68 59 49 67 55 58
長崎市 71 65 61 74 68 59 50 68 58 59
佐世保市 69 60 58 70 65 54 44 63 48 53
島原市 70 66 53 76 68 59 53 69 59 60
諫早市 67 59 57 73 65 54 42 64 41 52
大村市 69 64 60 73 67 60 49 66 54 58
平戸市 74 68 60 75 69 54 47 65 47 54
松浦市 67 63 57 72 65 54 39 62 47 51
対馬市 74 69 60 75 69 60 54 70 61 61
壱岐市 73 64 59 73 68 54 43 62 52 53
五島市 71 60 58 74 66 55 47 67 55 66
西海市 69 63 57 72 66 58 40 63 48 53
雲仙市 73 64 57 72 67 59 52 65 56 58
南島原市 69 63 55 73 66 56 48 66 49 56
長与町 77 66 64 81 72 70 65 73 74 70
時津町 77 63 63 73 69 61 47 65 54 58
東彼杵町 65 58 63 72 65 53 47 63 52 54
川棚町 70 61 57 68 64 56 53 65 65 59
波佐見町 71 62 65 72 68 60 49 68 53 58
小値賀町 90 78 67 90 81 78 78 85 80 80
佐々町 72 61 56 68 65 48 43 63 58 52
新上五島町 72 61 61 75 68 55 45 66 49 54

県立中(3被 ) 93 80 80 96 88 93 86 95 91 91






